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  今年になってから、何かと比較されるのがアメリカのオバマ新大統領と日本の麻生首相で

ある。オバマ大統領は若いながら必死に勉強し、経験を積み、同様に苦労をして自らのキャリ

アを築いて来たミシェル夫人とのカップルで、全米から熱い支持と尊敬をとりつけている。先

日の議会では女子小学生からの直訴をとりあげ、それに誠実に答える様子が中継された。内

容は、彼女の通う小学校はとても劣悪な環境下にあり、学習意欲がわかないというものだ。そ

れに対して大統領自ら“小学校を君たちが満足できるようにチェンジする”という確約をして議

場は賞賛と興奮に包まれた。彼女はミシェル、オバマ夫人としっかり抱き合い、安心してお礼

を述べていた。そのような事からわかるように、社会的弱者に対する救済は即実行される。 

昔アメリカでは、黒人系の人々は社会のどん底に久しく置かれてきた。白人と同じ基本的

人権などは、全く認められない生活があった。しかし、国中に大きな不安と不況が広がった最

近、その中のひとりが望まれてアメリカ大統領になったのである。時代は変わり国民も変革を

求めたのだ。 

 犯罪被害者の権利宣言（１９９９年５月全国被害者支援ネットワークが発信）が７項目あり、

その５番目に支援を受ける権利が明確に書かれている。それは“医療的、経済的、精神的及

びその他社会生活上の支援を受けることができる”とある。考えれば既に１０年も以前に出さ

れた権利宣言が、まだ十分達成されていないというのは、先に述べたオバマ流とは正反対で

ある。 

遅まきながら昨年とっとり被害者支援センターが設立された。裏をかえせば、鳥取県の犯

罪被害者は昨年まで放置されていたということになる。住む県によって支援が受けられずに

差別をされるというのは到底理解ができない。今後は被害者支援センターを中心に、県、市

町村、警察が一体となって犯罪被害者への物心両面からの支援、犯罪被害者の人権を守る

活動をお願いしたい。 

                                         なごみの会会員 

    

 

 

 

                                    米子市役所でのパネル展 

 

 

 

  

 

犯罪被害者の権利宣言について 



 

 

     おかやま犯罪被害者サポート・ファミリーズとの交流会 

  ２月２１日（土）、なごみの会会員、とっとり被害者支援センター、原田先生の６名

がおかやま犯罪被害者サポート・ファミリーズを訪ね、交流会を開催いたしました。川

﨑理事長からファミリーズの会の運営など特徴ある先進的な活動をお聞きし、非常に

参考になりました。会員である市原さん、高橋さんとも自己紹介を兼ねて同じ心情を

話し合いました。特に、犯罪被害者でもある高橋副理事長は、「ファミリーズは心が落

ちつく場所です」と述べていらっしゃる言葉が心に残り、なごみの会もこれを目標にし

たいと思いました。 

   

 

 

      
～感感じじてて下下ささいい。。いいののちちのの輝輝ききをを～～  

 
県立岩美高校でのパネル展は１月８日～２０日、大山町図書館では１月１３

日～２７日、県立鳥取東高校では１月２１日～２月３日、米子市役所では１月

２９日～２月１２日に開催しました。展示を協力していただいた皆様に心から

感謝申し上げます。 

なお、大山町大山支所保健福祉センターにおいて２月２３日～３月１３日に

開催しております。 

これからの開催の期間、場所は次のとおりです。 

３月中旬     日吉津村にて 

４月６日～１７日 ＹＭＣＡ米子医療専門学校 

会員の皆様の思いを県民に訴えたいと思いますので、応援の程よろしくお願

いします。 

パネル展では、展示の感想や、“天国のあなたへの手紙”とするメッセージを自由

に書いていただいております。その中で皆様に是非読んでいただきたいメッセージを

次に紹介します。 

 

○ 事故さえなければ、今、ここに生きているはずであろう人の写真を、胸が

つまる思いで見ました。 

それまでのその人の生きていたくらし 

いつもそばにいた家族のこと 

亡くなってからの家族のこと 

亡くなってからの残された家族の思い 

  想像できるあらゆる思いを、どうだったのだろうかと、できるだけ気持 

を近づけようと一生懸命想像しました。 

 ことばや涙につまり、胸が痛みました。 



犯罪被害者の心の支援など、パネルを見た後に考えるべきことは多々ある

のですが、私は重苦しい、胸の痛みから次に何と言葉をつなげていいか、

とまったままでいます。 

   

      
           鳥取東高等学校図書館 

         

 

○ 先日、偶然見ていたテレビのニュースでこの展示のことを知りました。昨

年光事件の本村さんの講演会を開催された方々でしょうか。自分がこの立

場だったら、絶対に許せない！ 「汝の敵を愛せよ」と人に説きながら、

自分の事になったら「絶対に許せない」という思いで、今日１２日に見せ

て戴きました。 

                            牧師 

 

 

 

   

Ｈ２１年３月２８日（土） なごみの会開催（西部にて） 

    ４月２５日（土） なごみの会開催（とっとり被害者支援センター内） 

 


